
（参考１） 整備計画のイメージ



港湾事業を基幹事業とした整備計画のイメージ
（地域活性化に資するみなとまちづくり 推進）

活力創出基盤整備

利便性を高めるため 港湾空間の保全や利用高度化

（地域活性化に資するみなとまちづくりの推進）

【基幹事業】 【効果促進事業】

利便性を高めるための
施設整備

港湾空間の保全や利用高度化
のための取り組み

小型船だまり・港湾緑地事業

＋＋＋＋小型船だまりの整備
歴史的港湾施設の修繕船舶運行情報提供施設の設置

小型船だまり 港湾緑地整備事業と連携 た各種施設等 整備 より

港湾内の案内板の設置港湾緑地の整備 海洋環境学習の実施

※写真はいずれもイメージ

小型船だまり・港湾緑地整備事業と連携した各種施設等の整備により、
魅力あるみなとまちづくりを推進し、地域の活性化を実現
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砂防事業を基幹事業とした整備計画のイメージ
（総合的な土砂災害対策 推進）

水の安全・安心基盤整備

（総合的な土砂災害対策の推進）

【基幹事業】 【関連社会資本整備事業】 【効果促進事業】

＋＋

整備前 整備後
発 行 元 ：平成１８年３月に土砂災害警戒区域等に指定されました！ せたな町役場　総務課

位 置 図（図の上位が北を示す）

作 成 年 月 ： 平成１９年１月せたな町大成区 大成上浦１地区　土砂災害ハザードマップ

 避難場所

 主要な避難経路

項　　　　目 記号

 土砂災害特別警戒区域

 土砂災害警戒区域

避難場所：
大成中学校

Ⅰ-2-563-1601
（急傾斜地の崩壊）

危険なエリア

避難場所

＋＋
土石流対策（砂防設備の整備）

整備前 整備後 【土砂災害に関するお問い合わせ】
　函館土木現業所今金出張所（Tel.01378-2-0309）

【緊急連絡先】
　○せたな町役場総務課（Tel.0137-84-5111)
　○せたな町役場大成総合支所総務課
　　（Tel.01398-4-5511）
　○函館土木現業所今金出張所（Tel.01378-2-0309）
　○避難場所：大成中学校（Tel.01398-4-5047）

土砂災害警戒区域等に指定されると・・・・・

○黄色で囲まれた範囲（土砂災害警戒区域）は、「土砂災害が発生
した場合、住民の生命または身体に危害が生じるおそれのある区
域」です。
○赤色で囲まれた範囲（土砂災害特別警戒区域）は、「土砂災害が
発生した場合、建築物に損壊が生じ、住民の生命または身体に著
しい危害が生じるおそれのある区域」です。

※土砂災害警戒区域等にお住まいの方は、大雨のときには警戒避
難が必要となりますので注意してください。
※また、土砂災害警戒区域以外の箇所でも土砂災害の発生する
可能性がありますので、自分の住んでいる家の周辺の斜面や渓
流、避難場所などをよく確認しましょう。

●避難の勧告等があった場合は、速やかにそ
の指示に従いましょう。
●近隣所の人たちに声を掛け合って集団で避
難しましょう。
●必ず徒歩で避難し、自動車は使わないよう
にしましょう。
●避難する前にガスの元栓は閉め、電気器具
のスイッチ、電気のブレーカーを切っておきま
しょう。
●ラジオ、テレビなどの災害情報をよく聞き、
あわてず落ち着いて行動しましょう。

次のような現象を察知した場合は、土砂災害が直後に起こる可能性があります。
直ちに周りの人と安全な場所へ避難するとともに、関係機関へ通報してください。

山鳴りがする 雨が降り続いて
いるのに川の水

位が下がる

川の流れが濁り
流水が混ざりは

じめる

小石がバラバラ
落ちてくる

地面にひび割れ
ができる

斜面から水がふ
き出す

大成中学校へ

避難ルート 避難の心得

こんな時に注意

緊急時連絡先

避難路の整備 土砂災害ハザードマップ

がけ崩れ対策（急傾斜地崩壊防止施設の整備）がけ崩れ対策（急傾斜地崩壊防止施設の整備）

＋＋
避難所の整備 砂防を活用したNPO活動支援

総合的な 砂災害 策

砂防基礎調査等の実施に
よる危険な区域の明示

土砂災害特別警戒区域

土砂災害警戒区域

※写真はいずれもイメージ

総合的な土砂災害対策により、
効果的な安全・安心の確保と地域の活性化を実現

2



下水道事業を基幹事業とした整備計画のイメージ

水の安全・安心基盤整備

（老朽管の改築の推進）

【基幹事業】 【効果促進事業】

管渠の改築 小規模な管渠の
点検・調査

地震時の応急復旧
資機材の整備

潜行目視による点検・調査 マンホール内の可搬式ポンプ＋＋
更生工法
（プラスチック材等により既存管の内面を被覆）

テレビカメラによる点検・調査 仮設配管

※写真はいずれもイメージ

老朽化した施設の長寿命化を図り、計画的な改築を推進することにより、
効率的な安全・安心の確保を実現 3



海岸事業を基幹事業とした整備計画のイメージ
（総合的な津波 高潮 侵食対策 推進）

水の安全・安心基盤整備

（総合的な津波・高潮・侵食対策の推進）

【基幹事業】 【効果促進事業】

津波・高潮・侵食対策の強化 避難・防災活動への支援

海岸堤防 消波堤

＋＋
海岸堤防 消波堤

避難関連（ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ作成、防災教育支援）

ド事業 事業 体 津波 高潮 侵食 策

※写真はいずれもイメージ

人工リーフヘッドランド離岸堤 防災訓練 資機材備蓄

ハード事業・ソフト事業一体の津波・高潮・侵食対策により、
効果的な安全・安心の確保を実現
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市街地整備事業を基幹事業とした整備計画のイメージ
（総合的な都市交通戦略の推進）

市街地整備

（総合的な都市交通戦略の推進）

相互に連携した多様な都市交通施設の整備

【基幹事業】 【効果促進事業】

相互に連携した多様な都市交通施設の整備 公共交通の魅力の向上等

＋＋交通結節点の整備 ＬＲＴ車両の導入バス停等の整備

徒歩 自転車 自 車 適 担が

コミュニティサイクルの導入 トランジット・モール社会実験自由通路の整備

※写真はいずれもイメージ

徒歩、自転車、自動車、公共交通の適正分担が図られ、
「歩いて暮らせるまち」を実現
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複数県が連携した広域的な地域活性化の取組み（広域連携事業）を
基幹事業とした整備計画のイメージ

市街地整備

基幹事業とした整備計画のイメ ジ
（広域的な周遊観光ルート形成による観光振興）

【基幹事業】 【効果促進事業】

○

高速道路や新幹線の開通に合わせた

観光地へのアクセス道路の整備
主要駅周辺の街並み整備

民間旅行会社と共に

広域観光商品の開発

観光案内看板

統 化○
県

広域観光商品の開発 統一化

＋＋観光地間のアクセス道路の整備 観光地周辺の景観整備

×
×
県

複数県が連携 遊観光 係る施策を実施する と り

※写真はいずれもイメージ

複数県が連携し周遊観光に係る施策を実施することにより、
広域的な観光振興を推進し、地域の活性化を実現
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都市公園事業を基幹事業とした整備計画のイメージ
（総合的な緑の保全創出）

市街地整備

（総合的な緑の保全創出）

【基幹事業】 【効果促進事業】

良好な緑とオープンスペースの
保全・創出

緑のネットワーク化促進の取り組みや
緑の保全・創出につながる活動の支援

屋上・壁面等の空間を活用した緑化の推進 生垣の整備

＋＋都市公園事業（都市の緑の拠点となる
公園の整備） ＋＋

良好な樹木、
樹林地の保全市民農園の開設

による都市住民の
農 れあ 空

緑の保全・再生・創出のための計画策定

緑地保全事業 （特別緑地保全地区の買入れ及び
保全利用施設の整備）

農とのふれあい空
間の確保

※写真はいずれもイメージ

※写真はいずれもイメージ一体的な整備により、都市における総合的な緑の保全・創出を推進
7



地域住宅支援

公営住宅整備事業を基幹事業とした整備計画のイメージ
高齢 策 推進（少子高齢化対策の推進）

【基幹事業】 【効果促進事業】

公営住宅の建替・改善

民間住宅の
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾘﾌｫｰﾑ助成

公営住宅の高齢者向け
グループホーム利用

改善前

既設公営住宅への
エレベーター設置

※ 段差の解消

＋＋ 高齢者・子育て世帯の
住替え支援（グループホーム改良後）

改善後 高齢者世帯

公営住宅のイメージ

・連結したバルコニーを室内通路化

情報提供

マッチング

づ

（隣接２戸を一体的利用）
・５室＋食堂・居間、ホール、共同浴室 子育て世帯

※写真はいずれもイメージ

少子高齢化への対応等、地域の実情に応じたすまいづくりにより、
住宅セーフティネットの充実等を実現

8


